
フ　リ　ガ　ナ

役職などできれば具体的に

【 受 講 申 込 書 】

【朗読活動経験】

　1.あり（具体的に）

　2.なし

【本講座への思い】

【受講後の活動予定】

連絡先

A10月25日（土）
　島内裕子

批評文学の系譜をたどる
日本の文学は、712年に成立した『古事記』以来、現代に至るまで、1300
年以上の長い歴史を持っています。その中で『古今和歌集』と『源氏物語』、
すなわち、「和歌と物語」が、文学の玉座と呼べるほどの大きな存在でし
た。それに対して、私が担当する２回の講義では、「批評文学」という観
点から、和歌でもなく、物語でもない文学作品を取り上げて、それらの文
章の魅力に注目します。文体の中に、現代に直結する、物の見方や美意識
があるのです。批評精神を支えているのは、簡潔明晰な文体です。その文
体の魅力は、「朗読」によってこそ、現代人にも十全に伝わると思います。

朗読を深める（１）

「朗読論」についてお話します。

B11月22日（土）
　島内裕子

B第２回：「批評文学を展開させた、男性文学者の系譜」
中心となるのは鴨長明の『方丈記』と兼好の『徒然草』ですが、近現代の
森鷗外や吉田健一にも視野を広げてお話しします。

A第１回：「批評文学の先覚者としての、女性文学者の系譜」
中心となるのは清少納言の『枕草子』と、樋口一葉の文章ですが、現代の
森茉莉も、清少納言と樋口一葉の系譜に位置づけたいと思います。

A第１回：「認知症」について知る
著書： 「ボクはやっと認知症のことがわかった」（共著、KADOKAWA）

A第2回：「女性刑務所」に光をあてる
著書：「塀の中のおばあさん　女性刑務所、刑罰とケアの狭間で」（角川
新書）

2026年
3月28日（土）
加賀美幸子

朗読を深める（２）

まとめとして、それぞれの「朗読論」と朗読発表

職　業

氏　名

住　所

電　話 携　帯

メ ー ル
アドレス

年　齢 歳

※記入して郵送、またはファックス用にお使い下さい。コピーでも結構です。-6-

2026年
2月28日（土）
加賀美幸子
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A12月13日（土）
　猪熊律子

どんな表現・伝え方が、今、求められているのか
新聞記者として、これまでいろいろな方にお会いし、さまざまな現場を歩
いてきました。どんなテーマが「今」という時代を表し、読んでくださる
方の役に立つのか。SNSなど新しい伝達手段やメディアが登場する中で、
どんな書き方・伝え方が、今、求められているのか。これまでどのような
取材をしてきたのか、何を伝えようとしているのかご紹介します。非常に
大切だと思っている「社会保障」についても、「社会保障報道」のあり方
や、「社会保障教育」に込めた思いなどをお話します。B2026年

1月24日（土）
　猪熊律子
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